
２０２２年４月２０日(水)発行 全日本年金者組合越谷支部ニュース『ねんきん越谷』 第２８７号

全日本年金者組合越谷支部

〒343-0845

埼玉県越谷市南越谷2-13-49
(越労連内)

TEL・FAX 048-989-2472

E-mail keyaki-n@biscuit.ocn.ne.jp

点

睛

5月1日(日)第62回地区メーデー（サンシティ小ホール） 9:30～に参加しよう！
ロシアは侵略をやめろ！ 年金の切り下げは許さないぞ！

今
こ
そ
消
費
税
を

ゼ
ロ
に
す
る
時

２０２２年

２８７号
４月２０日（水）

新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
か
ら

3
年
、
越
谷
市
で
は
現
在
も
毎
日

２
０
０
人
前
後
の
感
染
が
続
い
て

い
ま
す
。

専
門
家
も
終
わ
り
が
見
え
な
い

と
い
っ
て
い
ま
す
。

支
部
で
は
執
行
委
員
会
を
2
回

に
分
け
て
行
な
っ
た
り
、
駅
頭
宣

伝
も
、
室
内
の
集
会
・
行
事
も
中

止
、
「
お
花
見
会
＆
誕
生
会
」
も

中
止
に
な
る
状
態
で
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
も
同
様
で
す
。

そ
こ
で
支
部
は
屋
外
で
の
活
動

を
重
視
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
と
「
レ
ク
リ
エ
ー
ッ
シ
ョ

ン
大
会
＆
誕
生
会
」
で
す
。

屋
外
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
ッ
シ
ョ

ン
大
会
は
①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
③
お
茶
べ
り
会

の
３
つ
に
分
け
て
同
時
に
行
う
。

昼
食
会
・
誕
生
会
も
後
半
に
行

う
。
こ
れ
を
年
４
回
行
い
延
べ
１

２
０
余
名
参
加
で
成
功
し
て
い
ま

す
。
前
回
は
折
り
紙
教
室
を
③
に

加
え
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
年
間
で
15
名
の
仲
間
が
組
合

に
加
入
し
ま
し
た
が
、
死
亡
や
、

高
齢
で
施
設
等
に
入
所
し
た
り
、

自
粛
が
長
期
に
渡
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
が
で
き
な
い
た
め
、
24
名
が

退
会
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
仲
間
づ
く
り
の
目
標
を

高
く
掲
げ
、
1
万
人
達
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

支
部
で
も
３
０
０
名
を
目
指
し
、

当
面
こ
の
月
間
で
12
名
の
目
標
を

目
指
し
て
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

役
員
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
組
合
員
皆
さ
ん
の

協
力
で
目
標
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

仲
間
を
増
や
し
て
コ
ロ
ナ
を
打

ち
負
か
そ
う
。
支
部
長

吉
田
健
治

全
体
で
の
花
見
は
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
選
ん

だ
方
は
満
開
の
桜
を
満
喫
。

２
年
前
ま
で
毎
年
北
越
谷
の
元

荒
川
土
手
で
実
施
し
て
い
た
春
の

「
お
花
見
＆
誕
生
会
」
は
昨
年
に

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
の
た
め
「
春
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
＆
誕
生

会
」
と
し
て
、
南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
い
ま
し
た
。

３
月
29
日(

火)

こ
の
日
は
花
曇

り
で
寒
い
日
で
し
た
が
世
の
中
は

桜
が
満
開
。
10
時
45
分
に
体
を
暖

め
る
た
め
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
。

そ
の
後
３
つ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
分
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
１
時
間
を
１
時
間
半
に

伸
ば
し
ま
し
た
。

《
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

満
開
の
「
桜
」
に
ウ
ッ
ト
リ
し

な
が
ら
、
葛
西
用
水
遊
歩
道
、
江

古
田
用
水
遊
歩
道
の
「
桜
」
と
草

花
の
美
し
さ
を
ス
マ
ホ
で
パ
チ
リ
。

11
時
に
出
発
、
11
名
の
参
加
者

は
流
通
セ
ン
タ
ー
市
場
に
11
時
20

分
到
着
。
前
回
に
続
き
シ
ャ
ッ
タ
ー

ア
ー
ト
を
見
学
（
一
般
の
人
も
見

学
し
て
い
ま
し
た
）
。

綺
麗
な
歩
道
や
草
花
は
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
知
人
）
の
毎
日

の
活
動
に
感

謝
し
、
お
礼

し
な
が
ら
楽

し
み
ま
し
た
。

「
コ
ブ
シ
」

「
モ
ク
レ
ン
」

と
問
答
し
な

が
ら
休
憩
の

12
時
25
分
到

着
。
全
員
５

km
を
完
歩
し

ま
し
た
。
初
参
加
の
宮
田
さ
ん
も

元
気
で
し
た
。

（
吉
田
健
治
）

《
折
紙
教
室
》

今
回
は
、

市

松

模

様

の

コ

ー

ス

タ
ー(

両
面

利

用

で

き

る
も
の)

と
、

簡
易B

O
X

で

テ

ー

ブ

ル

の

上

の

ゴ

ミ

箱

や

小

物
入
れ
に
も
な
る
便
利BOX

で
す
。

き
れ
い
な
色
折
り
紙
は
今
回
も

講
師
の
市
東
さ
ん
か
ら
用
意
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
回
折
る
こ
と
で
覚
え
る
こ
と

も
出
来
、
楽
し
か
っ
た
と
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

（
森
山
久
子
）

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
》

参
加
は
７

名
。
い
つ
も

の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の

メ
ン
バ
ー
に

石
山
博
さ
ん

と
澤
田
久
子

さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

屋
外
で
の
活
動
を
重
視
し
て

「
春
の
仲
間
づ
く
り
月
間
」
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

４
月
に
入
り
原
油
高
や
円
安
の
影
響
で
、
食
料

品
・
生
活
必
需
品
・
公
共
料
金
（
電
気
、
ガ
ス
等
）

が
10
～
20
%
の
値
上
げ
を
し
て
お
り
、
一
方
で
公

的
年
金
の
０
・
４
％
引
き
下
げ
で
、
国
民
生
活
が

ま
す
ま
す
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。

岸
田
内
閣
は
経
団
連
に
対
し
、
賃
金
の
引
き
上

げ
要
請
を
し
た
よ
う
で
す
が
、
公
的
年
金
を
引
き

下
げ
、
公
務
員
の
一
時
金
を
引
き
下
げ
た
の
で
は
、

国
民
の
実
質
賃
金
を
引
き
下
げ
て
い
る
の
と
同
じ

で
、
賃
上
げ
要
請
は
形
だ
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
き
て
選
挙
対
策

な
の
か
、
年
金
受
給
者
に
５
千
円
支
給
と
い
う
場

当
た
り
的
政
策
を
打
ち
出
し
、
国
民
・
野
党
か
ら

総
ス
カ
ン
、
慌
て
て
取
り
下
げ
る
自
公
政
権
の
政

策
立
案
能
力
の
無
能
さ
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
も
同
様
に
泥
縄
対
策
し
か
対
応

で
き
ず
、
未
だ
に
検
査
態
勢
を
拡
充
し
な
い
た
め
、

見
な
し
陽
性
者
（
検
査
な
し
で
も
医
師
の
判
断
で

感
染
者
と
み
な
す
）
を
感
染
者
数
に
計
上
す
る
始

末
で
す
。
今
の
物
価
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
当
時
の

値
上
が
り
に
匹
敵
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
公
共
料
金
値
上
げ
反
対
デ
モ
が
全
国
で

行
わ
れ
、
春
闘
で
は
３
万
円
近
く
の
賃
上
げ
を
実

現
し
ま
し
た
。

今
年
の
春
闘
で
、
満
額
回
答
の
ト
ヨ
タ
自
動
車

で
も
、
定
昇
込
み
で
４
％
で
１
万
円
に
も
届
き
ま

せ
ん
。
ロ
シ
ア
の
侵
略
戦
争
に
よ
る
物
価
に
対
す

る
影
響
は
、
夏
か
ら
秋
に
出
て
く
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
食
べ
る
も
の
も
食
べ
ら
れ

な
い
家
庭
が
多
数
出
か
ね
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
消
費
税
を
、
理
想
的
に
は
ゼ
ロ
に
し
て

国
民
全
体
の
生
活
を
支
援
す
る
の
が
、
国
の
責
務

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

税
収
不
足
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
内
部
留
保
を
約

毎
年
20
数
兆
円
貯
め
込
ん
で
い
る
大
企
業
か
ら
徴

収
す
れ
ば
、
死
に
金
が
減
り
国
内
消
費
が
増
加
し
、

日
本
の
経
済
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
和
田

幸
雄
）


